郁之進 (二十 四、 五の 美男。 低い ふるえ 声で) もう 

その 話 は 止して くれ。 おれ は 何とかして 忘れよう、 

この 胸から 取り去ろうと 努めてい るのに、 君ら は そ 

うやって 僕 を 問い詰め ると は 惨酷 じゃあな いか。 

池 田 (森と 顔 を 見合わせて) もっとも だ。 そう 思う 

の も 無理 はない —— が、 おれたち は 貴公に 同情して、 

友人と して 君 を 慰めようと 

郁之進 その 友情が あったら、 何も 言わんで くれと 頼 

ん でお るの だ。 

森 しかし、 黙視す るに 忍びん から —— 。 

郁之進 黙視で きぬ？ では、 森に 訊こう。 どうした 



ら よいと いうの だ。 

池 田と 森 は 無言に 落ちる。 

郁之進 (せ せら 笑って) それ 見ろ。 ロを噤 むより し 

ようが あるまい。 長い ものに 捲 かれろ という 言葉 も 

ある。 いや、 さような 俗言 を藉ら ずと も、 先 は 殿 だ。 

何の おれに、 恨みが ましい 気持ちが あってなる もの 

みじん 

か。 そんな 心 は 微塵 もない ぞ。 (言いき る) 

池 田 藩主と 家臣 —— 藩主 は、 欲しい ものが あったら、 

家来から 何 を 奪っても いい ものだろう か。 新婚の 夢 

まど 

円ら かな 妻 を さえ も こう いう 主従の 制度 は、 

いったい 誰が 決めた の だ。 



郁之進 も 森 も、 考え こむ。 

ふちまい 

池 田 要するに、 扶持米 を 貰って 食わせて もらって お 

るから、 頭 を さげる。 それだけ のこと じゃあな いか。 

おれ は、 こういう 世の中の 仕組み は、 遠からず 瓦解 

する ものと 思う。 何 かしら 大きな 変動が 来る ような 

気がして ならん の だ。 いや、 来べき だ。 どことなく、 

そのに おいが する。 

さむらい 

森 (恐し そうに) おれたち 武士の 先祖た ち は、 ほん 

とうに、 主君に 対して 文字 どおり 絶対 服従だった の 

だろう か。 

池 田 そり やむ ろんそう だと も。 おれたち も それ を教 



池 田 そちの 妻 を 夜伽に —— と言われたら？ 

郁之進 (狂的に 両手で 耳 を 抑 さえて) また それ をい 

う。 また それ を 言う。 

森 そうだ！ 長続き せんぞ、 こういう 君臣の 関係 は。 

池 田 おれたち は 若い から、 世の 移り 変り を 早く 予感 

できる の だ。 いずれ、 何 か ある、 何 か 起る ぞ、 きつ 

と —— 。 

郁之進 (顔色 を 変えて) いや！ そんな 馬鹿な こと 

が ある もの か。 君臣の 義は大 磐石 だ。 また 永代 大磐 

石に する のが、 われわれの つとめな の だ。 そんな 怪 

しからぬ 疑念 を 持って、 どうして 御 奉公が つとま 



る！ 不届きな こと を 言う やつ だ。 

森 貴公 ほんとうにそう 思う のか。 

郁之進 そう 思う かと は 情ない 奴 だ。 そう 思わんで ど 

うする 

池 田 そうかな あ。 この、 遠くから 近づいて 来る 世の 

大変 革の 跫 音が、 君に はすこし も 聞こえん のかな あ。 

郁之進 (色 を 為して) いかなる 大変 革が あろうと も、 

君臣の 大義が 崩れて たまる もの か。 

池 田 新妻 を 召し上げられても、 君 は 今でもそう 思つ 

ている のか。 

森 本心 を 聞かして くれ、 本心 を。 



眺めて おった の だ。 自薦 運動 も 大分 猛烈だった から 

な。 

池 田 (そっと 森 を 小突いて) それ を税 所が、 めでた 

かしょく 

く 中原の鹿 を 射て、 この 春い よいよ 華燭の典 を 挙げ 

た 時には、 な あ 森、 白状す るが、 少々 嫉 けたな あ。 

森 うむ、 あの 晚は 大分 あちこちで、 自暴 酒 を やった 

やつ 

士が 多かった。 面目ない が、 おれと 池 田 も、 じつは 

その 組で —— 。 

池 田 (うな 垂れて いる 郁之進 を視 いて) それほど 藩 

中の 羨まれ ものだった 貴公が、 あんなに 美しい 掌中 

の 玉、 恋女房のお 加 世 どの を 殿に 召し上げられ たの 



だ。 すこし は 口惜しい と 思わん か。 

郁之進 それ は 人間 自然の 情で、 口惜しい と 思った こ 

とも ある さ。 

池 田 (森に 眼 配せ して) なに、 口惜しい と？ 

郁之進 うむ、 悲しみ もした。 苦しみ もした。 だが、 

その 気持ち は みんな 去った。 今 はもう 何とも 思って 

おらん。 相手 は 殿 じゃあな いか。 どうに もな らん。 

はは は、 いや、 どうに もな らんと いうより は、 あん 

ふつつかもの 

な 不束者が お 眼に 留まって、 お 側へ とのお 声が かか 

リ、 おれ はほんと うに 光栄 だと 思って いる。 ありが 

たいと 思って いる。 加 世 は、 謹 しんで 殿へ 献上した 



の だよ。 どうかもう 心配し ないで くれ。 

突如 池 田が 足 を 揚げて、 郁之進 を 蹴倒す。 

池 田 意気地なし！ 武士の 風上に 置 けんやつ と は、 

貴様の こと だ！ 人心 はすで に 殿 を 離れて おる の だ 

ぞ。 この 腐れ かかった 封建制度 は、 今にも 倒れん と 

している の だ。 おれに は それが よく わかる。 誰か 一 

げこ< じょ ラ こぞ 

人、 ここで 下剋上の 口火を切る 者が あれば、 天下 挙っ 

て 起ち 上る の だ。 臣下が 主君に 怨み を 報ずる。 じつ 

に 驚天動地の 痛快 事 じゃあな いか。 それに は 今 貴様 

は、 絶好の 立場に おる のに —— 

郁之進 (地面に 転がりながら、 冷静に) 殿に 恨み を 



報いる？ なんで おれが そのような —— 考える だに 

もったいない！ 

池 田 貴様 は、 人間と してな つてお らん。 うぬ！ こ 

うして くれる！ 

べっと 唾 を 吐き かけて、 池 田 は 立ち去る。 

郁之進 (倒れた まま、 その 唾 を 拭い もせず 夢み るよ 

うな 独り言に) あの 日、 先 殿様の 御 命日に、 殿が 随 

福 寺へ お成りの みぎり、 選ばれて お茶 を献 じた 加 世 

めが、 畏れ多くもお 眼に 触れて 召し上げられた —— _ 

森 (同情す るよう に、 また 焚きつ ける ように) うむ _ 

そうだと いう こと だな あ。 それ も、 娘のう ちなら ま 



そのままに は 。 

郁之進 いやいや！ 滅相な！ 殿の 一言一行 こそ は、 

善悪 を 超えて、 そのまま 人倫の 大道と 申すべき だ。 

もう 言うな。 加 世が お 側へ 召されて、 もう 十日に な 

る。 お 気に入る ように 勤めて いて くれれば よいが I 

o 

森 (じっと 相手の 表情 を 注視して) 聞く ところに よ 

れば、 お 加 世 どの は 君 を 慕って、 泣いて ばかりお る 

という こと だ。 

郁之進 なんという 不届きな！ おれ は それ を 聞く と、 

加 代の 心得違いが 情なくて、 涙が 出る。 なみだが 出 



る。 (と 泣く) 

森 さあ、 起てる か。 

郁之進 池 田の 怒る のが、 おれに はすこし も わからん。 

彼 男 は、 とんでもない 邪悪な 考えに 取り 憑かれて お 

る。 うん、 立てる とも。 

森 (植込みの 奥 を 見 こんで) おう、 もうお 歌の 会が 

はじまり そうだ。 さ、 行こう。 

郁之進 おれ はこの 衣紋の 崩れ を 直してから 行く。 貴 

公、 構わず 先に 行って くれ。 

森 そうか。 では、 待って いる ぞ。 (去る) 

郁之進 (そのうし ろ 姿 を じっと見 送って、 独り言) 



池 田と いい、 森と 言い、 揃い も そろって おれ を 疑つ 

てお る。 ああ 情ない。 どうして この おれの、 殿に 対 

して 何らの 異心 も 無 いこの 胸の 内が 通ぜ ぬの だろう。 

つち 

まだ 誠が たらぬ のか。 (と 地に 坐って 考え込み、 は 

て は ぴたりと 両手 を 突いて、 うな 垂れる) 



奥の 大広間。 正面に 開かれた 襖の 外に 廊下、 そ 

の 向う に 宵闇の 迫る 庭が 見える。 

お 加 世の 父、 お 納戸 役人 吾孫子な にがしと いう 

おどおどした 老人が、 池 田、 森の 両人と 対坐し 

ている。 



お 坊主が はいつ て 来る。 

坊主 (三人へ) ただいま 殿に は、 お 歌の 会 を 御中 座 

なされて、 ほどなく これへ お渡りになります。 

池 田 さようで すか。 これ はどう もお 使い 御苦労。 

(吾孫子 老人へ、 前からの 話 をつ づけて) それが、 い 

かに 鎌 を 掛けても、 けっして 本音 を 吐かん のです よ。 

森 気の 弱い 男 だ。 いや、 あの、 何の うらみ も 抱いて 

おらぬ という、 あれが き やつの 本音な のさ。 

池 田 たといい くら 気の 強い 男で も、 相手が 藩 公で は 

な あ、 はつ はつ は。 

吾孫子 いや、 寝覚めの 悪い 思い をし ます。 こういう 



森 しかし、 貴公の あの 過激な 議論に は、 ちょっと 驚 

いた ぞ。 

あざむ 

池 田 敵 を 欺く に は、 まず 味方 を あざむけ、 いや、 第 

一 に 己れ を 欺け さ。 なんにしても 殿のお 手で、 あの 

お 加 世 どのが 税 所の ふところから 取り上げられ たの 

だから、 こんな 痛快な こと はない。 

吾孫子 いや どうも、 何 やか やと 皆 さま をお 騒がせし 

て、 申 訳 ありませ ぬ。 が、 私 は 郁之進に 気の毒で、 

あれの 顔が 見られん 仕 末で II 。 

正面の 庭の 燈 籠に、 腰元が 灯 を 入れて ゆく。 殿 

の 出御 近し と 知って、 三人 はいずまい を 直す。 



二つ 折りの 褥を 捧げた 侍女が はいって 来て、 上 

手に 座 を 設ける。 

稲生 播磨守 (廊下 を 近づく 声) ああもう 歌な ど どう 

でもよ い。 飽きた、 飽きた ぞ。 

はいって 来て 座に つく。 四十 五、 六の 癇癖の 強 

そうな 大名。 刀 を 持った 子供 小姓、 つづいて お 

加 世、 侍女 三、 四、 それぞれの 席に い 流れる。 

播磨 (平伏した 三人へ) どう だ、 税 所の 気が 知れた 

かな。 (と大 欠伸 をす る) 

お 加 世 はう つ 向く。 

池 田 恐れながら、 かねての 殿のお 命令に 従い、 き や 



つの 胸に 探り を 入れて みました ところ、 まったく 異 

心 は 無い ものと 見受け ま して ご ざリ ます。 

播磨 ふむ、 そうかな。 いや あたり 前 だ。 異心な ど 

あ つ て どうす る。 

森 身に あまる 光栄 だと 申して、 よろこんで おります 

る。 

播磨 うむ。 そう あるべき ところ だ。 はは はは は、 い 

や、 しごく 当然の 話 だ。 (振り向いて) 加 世、 聞いた 

か。 これで そちの その 小さな 胸 も、 晴れた であろう _ 

この 上 は、 心 置きな く 余の 寵愛 を 受けい、 な あ。 

吾孫子 (ひれ 伏して) なにとぞ、 末始終お 眼 をお か 



け 下されまして 。 

お 坊主 (次の間の 敷居ぎ わへ 来て) 申し上げます。 

あちら 

皆様 彼 室で お待ち かねで いらっしゃ いますが、 お 歌 

の ほう ま、 も は、.？ 。 

播磨 歌 はもうよ した ぞ。 重立った 者 だけ、 こちらへ 

話しに でも 来い と 申せ。 

池 田 では、 われわれ は —— 。(と 森へ 眼 まぜして、 退 

ろ、 つと する) 

播磨 いや、 苦し ゆうない。 そこに おれ。 

歌会の 席から、 家老 矢 沢 某、 ほか 重役 重臣ら 二 

十 人ば かり はいって くる。 他 藩の 士も 招かれて 



来て いる。 

中に、 当時 刀の 観相 家と して 知られた 某 藩の 

くぼけ、.' どう 

久保奎 堂 も 混って いる。 奎堂は 五十 がらみ、 茶 

宪 髪の 学者 型で ある。 一 同が 提げ 刀の まま 入り 

乱れて 席 を 譲り合いながら、 座に つこうと する 

時、 ひとりの 侍の 刀の 鐺が、 他の 一 人の 刀に 触 

れて、 かちっと 音を立てる。 

そそう 

その 一人 おっと！ これ はこれ は、 とんだ 粗相 を。 

なにとぞ 御 容赦 の ほど を —— 。 

他の 一人 いや、 手前 こそ、 お 邪魔になる ところへ 小 

もの 

長い 刀 を 突き出して おって、 不調法 を つかまつり ま 



した。 平に 御 勘弁 を。 

いんぎん 

両士は 慇憝に 挨拶して、 坐る。 

さや あ 

播磨 や、 それが いわゆる 鞘当て。 いささかの 意趣 遺 

恨で もあろう ものなら、 その 鞘当てから いかなる 騒 

ぎに なろう も 知れぬ ところ を、 見事、 平らに a いた 

両人の 手並み、 ちかごろ 鮮やか、 鮮やか、 はは はは 

ま。 

両人 鞘当てと はどう も、 はは はは は、 それが また 自 

ら なる 御座 興と なって、 殿の 御感を 得る と は。 なん 

なら、 いま 一度お 当て 下されい。 

たがいに 会釈して 笑う。 



と 人手 をと おして、 その 刀 を 順送りに 渡す。 

受け継ぐ 人々 ほほう、 小柄 は祐 乗です な。 

ききょ う 

おなじく 二 糸 輪視き 桔梗の 御紋 は、 これ は 御 家紋 

で？ 

同 三 彫り は、 肥 後の 林 重 長と 観ました が。 

四 いや、 お 眼が お 高い。 

五 この 鰐 は、 明 珍の 誰で ござります な？ 

所有 主 義房 作と か、 伝えられ てお リ ますが、 いや、 

お 恥 かしい もので。 

一 見 を 所望した 侍 (受け取って) 結構な 蠟色 鞘です 

な。 失礼ながら、 いい 時代が ついて おります て。 



刀 を 見て いる 侍 その 兼定 ならば、 定めし 大物で しょ 

う。 悍馬の ごとく 逸って、 こり や 鞘当て もし かね ま 

すまいて。 はは はは は、 いや、 どうせの ことに、 

ちょっと 拝見せ ずに はおられぬ。 (懐紙 を 口に 銜え、 

いずまい を 正して 播磨 守に 目礼) 御免 を —— 。 

一 、 一 一寸 抜き かける。 

家老 矢 沢 (あわてて) これ、 御前です ぞ。 鯉口 を拡 

げる はお それ 多い。 御 遠慮 を、 御 遠慮 を。 

抜き かけた 侍 (はっと 気づいて) 見たい 了 心に 駆ら 

れて、 つい 心 づきませんでした。 粗忽の ほど は、 御 

前よ しなに お取りな し を。 



ぱ ちんと 鞘へ 返して、 手 を 突く。 

播磨 なんだ。 構わぬ。 抜け 抜け。 余 も 見たい。 (矢 

沢へ) 爺い！ 余計な 口出しして、 興醒めな 奴 じ や。 

大名 だとて 武士 だぞ。 白刃に 驚く か。 抜かせい。 

矢 沢 それで は、 お許しが 出ました によって、 御 自由 

こ a 

抜き かけた 侍 おそれいり まする。 では、 御前 を も 顧 

みませず —— 。 (作法 どおり すらりと 抜いて、 見入 

さくゆ 

る) うう む、 物凄き 作往 き！ 

隣の 侍 やつ、 斬れそう ですな あ。 

と視き 込む。 刀 は 転々 と 座 をめ ぐって、 人々 の 



あいだに 感嘆の 眩き 起る。 

久保奎 堂 (受け取って、 じっと 刀身 を 見守る) ふう 

む、 威と いい、 品と 言い、 ちかごろ にないよ い 気 も 

ちです な あ。 

鞘 を 触れられた 侍 一 つ、 その 兼定に 鞘当て された 

それがし 

某 の 刀 も、 御 列座の 高覧に 預かりた いもので、 は 

ま ま ま ま 

ごはいとう 

座の 一 人 御 佩刀 は？ 

鞘 を 触れられた 侍 国 綱です。 

あわたぐち 

奎堂 粟田口。 それ はまた 時代な。 いや、 今宵 は 名刀 

揃いです な、 さだめし 他の 方々 も、 素晴 しい もの を 



帯びて おられる ことでしょう。 

矢 沢 (はたと 膝 を 打ち、 播磨 守へ) 殿に もお 聞き及 

びと 存じます るが、 これなる 久保奎 堂 氏 は、 剣 相 を 

よくつ かまつ ります。 刀の 観相き わめて 奇妙で ござ 

リ まして、 その 効 著しく、 世上 にても もっぱらの 〔# 

「もっぱらの」 は 底本で は 「もつ ぼらの 匕 評判 —— o 

奎堂 いや、 これ は 御 家老、 よしなき こと をお 耳に たつ 

して は、 拙者が 困ります。 

播磨 久保 うじの こと は 聞いて おる とも。 うむ、 刀に 

も 相が あると いう こと だな。 

奎堂 おそれながら、 人相 家相 等と 同じく、 刀剣に も 



れょ。 

奎堂 それで は、 未熟ながら 仰せに したがいまして I 

と 座 を 改めて、 まず 播磨 守の 佩刀 を 小姓に 乞い 

受け、 うやうやしく 一 覧 する。 

奎堂 さすが は 太守のお 腰の物、 領民 鼓腹、 お 家 万代 

の はなはだ 吉相、 上々 吉と 観相つ かまつ ります る。 

相 州で ございますな。 正宗で ございますな。 まこ 

とに 御名 作で。 

ま 

次ぎに 家老 矢 沢の 刀 を 観相し、 同じく 賞め る。 

それより 席順に 諸 士の刀 を 受けて は、 相 を 案ず 



る。 

むつの かみ かね やす ひだ リも じだいめ い 

奎堂 はは あ、 陸 奥 守 包 保、 左 文字 大銘に 切って ござ 

ろうな。 左 陸 奥 守 —— いたって 吉相。 常用 差しつ か 

え ござらぬ。 ( つぎの 刀 を 受け取って) うむ、 虎徹が 

出ました な。 これ も 善 相。 いや、 ちょっと お待ち を 

すがた 

—— ふうむ、 少々 相が 荒び ており ますな。 めった 

に 鞘 走りいた しませぬ ように、 ちと 御用 心 を。 

つぎつぎに 刀 を 観て いく。 一同 は 帯刀 を 下げて 

交る 代る 起って 奎 堂の 前へ 行き、 相 を 受けて は 

座に 帰る。 いつの 間に か 人々 の 背ろ に、 税所郁 

之 進が 来て 坐って いる。 それと 見て、 加 世は播 



磨 守の かげに 身 をす くめる。 

奎堂 これ は 佐々 木 一峰の 作と お見受け いたす。 吉凶 

あいな かば —— 次ぎ。 筑前利 次です な。 素直な 相で 

ござる。 つぎ 守 正で しょうか、 安永で しょうか 

な。 可 も 不可 もな し。 おつぎ は —— 金 道の 二 代 目 あ 

たりと 観ます が、 これ は いささか 凶 相 を 帯びて おり 

ます。 お 差 料に は 御 遠慮あった ほうが、 お 身のお た 

め —— o 

そのたび に、 喜ぶ 者、 頭を搔 くもの。 笑声、 讃 

嘆の 声々 湧き、 播磨守 を はじめ 一座 ことごとく 

感じ 人る。 



正面の 庭に、 月が 昇る。 

末座の 一 人 (左右 を 見廻して 笑う) 後 は、 この 顔 触 

れ では、 あまり 名刀 も 出ない ようです な。 一 人ず つ 

奎堂 先生 を わずらわす ほど のこと もあります まい。 

それで は 先生 も 大変 だ。 どうです、 お あと はこみ に 

して 願つ て は。 

その 隣 さよう さ。 そうすれば、 女難の 相 なぞ 現れた 

場合に、 誰の かわから ぬから 顔 を 赤らめず にす むと 

いう もの。 名案 名案。 

一同 笑い 崩れる 中に、 言いだ した 侍が 起って、 

残りの 十 人 ほどの 帯刀 を 一し よに 集めて、 ひと 



かかえ 奎 堂の 前へ 置く。 まるで 刀屋 ですな、 な 

どと いう 声が する。 

奎堂 (その 一本 一本 を 抜いて は 手早く 観相して) こ 

れ は吉。 これ も吉。 これ は 半吉。 これ はどう も 凶で 

すな。 が、 むろん。 たいした 悪相で は ござらぬ から、 

けっしてお 気に かけぬ ように —— これ は 吉凶 半々。 

これ は 大吉です。 失礼ながら 作 は あまりよ く はない 

が、 刀 相と して は 大福な ので。 

などと、 片端から 片 づけて ゆく。 そのうちに、 

鞘 を 払った と ある 一 刀に じっと見 入って、 お 

や！ という 思い入れ。 一座に、 さっと 真剣の 



気が 流れる。 

奎堂は 無言で、 長い こと 凝 然と その 刀 相 を 白眼 

んだ 後、 ただならぬ 面持ちで 近くの 燭台の 下へ 

急ぎ、 灯に かざして 改めてと みこう みする。 

奎堂 (驚愕 狼狽の 表情で 呻く) うう む！ 

矢 沢 (愕 いて) いかが 召された。 何 かその 刀に、 御 

不審の 点で も —— 

奎堂 (はっと 心 づきた る 態) いや、 なに —— はは は 

ば ま、 可で も ござらぬ、 まま まま ま。 

し まぎ 

強いて 笑いに 紛らそうと しながら、 しきりに 首 

を 捻る。 



奎堂 (まだ 刀 を 見詰めながら、 思わず 知らず) はて 

な？ よも や —— しかし、 どう 観ても この 線の 切れ 

が (強く 自分へ) いや！ さような ことの ある 

べき はず はない。 わしの 気の 迷い、 気の 迷い II 。 

恐し そうに その 刀 を 下へ 置き、 次ぎ を 取り上げ 

る。 

奎堂 (虚ろな 声で) これ は 吉相 —— 。 

言い かけて また 前の 一 刀 を 手に とる。 

奎堂 うむ！ そうだ！ たしかに！ —— いやい 

や！ わしの 眼の 曇りであろう。 恐し いこと じ や。 

投げ捨てる ように その 刀 を 置いて、 つぎを 取ろ 



うとす る。 その 手 は 顫えて いる。 一同 はこの 奎 

堂の 異様な ようすに、 眼 を 瞠リ、 粛然とし てい 

る。 

矢 沢 (いきなり 進み出て、 つぎの 刀 を 取ろうと する 

奎 堂の 手 を 押さえる) しばらく！ ただならぬ ただ 

いまのお 言葉、 気掛 りで ござる。 その 刀が いかがい 

たしました。 かまわず お打ち明け 下されたい。 

奎堂 (ちらりと 上座の 播磨守 を 見やって) いやいや、 

何でも ござらぬ。 何でも ござらぬ。 拙者の 眼 違い、 

けっしてお 気に 支えられ ぬよう。 (と 蒼白な 顔で ご 

まかして、 いそいで つぎつぎに 刀 を 見る) これ も吉、 



これ も吉、 これ は —— 。 

そこ もと 

矢 沢 久保 氏、 其 許の 挙動 は、 合点が いきませ ぬ。 何 

か はばか りのある ことです か。 

奎堂 わたくし もとん と 合点が いきませ ぬ。 じつに 恐 

しと も おそろしき 剣 相 —— いやな に、 いや、 拙者の 

見誤りで ござる。 はは、 はは はは は。 (青白く 笑う) 

播磨 (じっと 奎堂を 見つめて いたが) 奎堂 足下、 い 

かなる ことか、 その 刀 相 を 述べて みるが よい。 

奎堂 おそれながら、 君子 は怪 邪魔 神 を談ら ずと か。 

久保奎 堂、 荒唐無稽 なること は、 君 前にお いて 申し 

上げ かねます る。 その 儀 は 平に 御 容赦 を。 



播磨 はは はは は、 変で はない か。 みょうで はない か。 

刀の 観相に 絶対の 自信 を 有する、 当代 無二の 久保奎 

堂が、 それなる 一 刀に かぎって 荒唐無稽 などと は I 

I 言えぬ と あらば、 なお 聞きたい。 

矢 沢 ぉ声掛 りじ や、 久保 殿。 

奎堂 しかし、 余の ことと ちがって、 この ことば かり 

ま 。 

播磨 (気 を 焦って) 言えぬ？ どう あっても 言えぬ 

ゝ a 

力 

矢 沢 他言 を はばからば、 拙者の 内聞にまで、 さ！ 

と奎 堂の 口許へ 耳 を 持って行く。 一座 はしん と 



して、 固 唾 を 呑んで いる。 奎堂は 追い詰められ 

さ さ や 

た ごとく、 やむなく 矢 沢の 耳へ 何 ごと か 私語く _ 

矢 沢 は 卒然として 色 をな し、 にわかに 恐怖 昏迷 

の 体。 

矢 沢 (一同の 興味 を 他へ 転ぜん と) なに、 そんな こ 

とです か。 さような 微々 たる はは はは は、 殿、 

お 庭 を 御覧 じ ませ。 美しき 下弦の月。 昼間のお 歌の 

つづき を これにて。 さぞ や 御 名吟が —— 

播磨 (脇息 を 打つ) ええい つ！ ごまかそう とする 

かつ！ いま 奎 堂の 言った こと を 申せ。 余 は その 刀 

相が 聞きたい の だ。 



仕方がな いと、 矢 沢と 奎堂は 二、 三 低声に 相談 

して。 

矢 沢 しからば、 お 人払い を 願います る。 

播磨 なに を 大仰な！ ならぬ！ この、 一 同のお る 

ところで 言え つ 

矢 沢 (奎 堂へ) 御 貴殿から 言上 —— 。 

奎堂 いや、 あなたよ りよし なに —— 。 

矢 沢 しかし、 観相な された の は、 貴殿 ゆえ、 貴殿よ 

リ 申し 上ぐ るが 順当です。 

播磨 早く 言えつ！ 聞こう。 

奎堂 (観念して) では、 その 前に ちょっと 諸 士に伺 



いますが、 このお 刀 は、 どなたの —— ？ 

一同 顔 を 見合わす 時、 人々 のうしろ から ぱっと 

税所 郁之進が 飛び出して、 呼吸 を 弾ませて 奎堂 

の 前に 手 を 突く。 

郁之進 (臆病に) わ、 わたくしの 帯刀で ござります。 

奎堂 たしかめ ますが、 この 多 門 三郎景 光で ござる ぞ。 

もの 

しかと お 手前の 刀に 相違 ありませ ぬな。 

播磨 郁之進の 刀 か。 それが どうした。 

奎堂 はつ、 おそれながら、 これ はもっての 他の 凶 相。 

手前、 もはや 三十 年の 余 も 刀 相 を 観て おります が、 

かような 悪相 は 初めてで ござり まする。 



播磨 ほほう、 どう 悪い？ 

奎堂 必ずお 気に 留められ ませぬ よう —— 主君に 崇り 

をな す 相が、 ありあり と 浮かんで おります る。 (座 

中 愕然と ざわめき 立つ) 

播磨 なに、 余に 仇 を？ 郁之進 か —— う ふ、 う ふ ふ、 

思い あたる ことが 無いでも ない。 

お 加 世 は 殿の かげに、 いっそう 身 を 縮める。 

郁之進 (懸命に 殿の 前へ いざり 寄って、 平伏す る) 

と、 とんでもない！ この 男 は 山師で ござります。 

詐欺師で ござります。 (奎 堂へ 涙声で) これ！ 刀 

相な どと、 好い加減な こと を 並べて、 私の 刀が 殿に 



崇り をな すと は、 む、 無責任 —— め、 迷惑に も ほど 

が ある！ と、 取消して 下さい！ 取消せ！ 

の ぼ 

矢 沢 他 藩の 高名なる 大 先生なる ぞ。 取リ 逆上せるな、 

郁之進！ 言葉 を 謹し めつ！ 

奎堂 (郁之進へ) いや、 ごもっとも。 あなたよりも、 

私が 否定した いのです。 鑑識ち がいで はない か、 ど 

うかそう あって くれれば よいが と、 御覧のと おり、 

何度 見直した か 知れぬ。 が、 見れば 見る ほど —— さ 

よう、 明鏡の ごとき 観相の 表 を 私情で 曇らし、 白 を 

黒と 言う こと は、 刀 相に 生く る 拙者に はでき 申さ 

ぬ！ この 多 門 三郎景 光に は、 たしかに 君 を 害し 奉 



る 相が ある。 うむ、 秘かに 殿に 害心 を 抱く 刀と 観た。 

播磨 なに、 余に 対して 害心と な —— ？ 

郁之進 (おろおろして) あまりと 言えば、 あまりな！ 

(播 磨へ) 殿！ 御座 興の 一 端と、 お聞き流し を 願い 

まする。 奎堂 先生 はわた くしに、 いかなるお 怨みが 

あって、 かような —— 。 

奎堂 私心 は ござらぬ。 刀 相に 現れし ところ を、 その 

まま 申し述べ たまで。 

郁之進 いいや！ お 眼の 誤ち でございます。 この 刀 

いまわ 

は、 祖父から 伝来の もので、 父 臨終の きわに これ を 

汝に 譲る ぞ、 この 刀 をば 父と 思って 殿に 忠勤 を 励め 



と、 くれぐれも 申し 聞 けられました 景 光に ござり ま 

す。 (泣く。 涙の 眼で 奎堂を 白眼む) しかるに これ 

を 指して、 口にする だ も 恐し い、 君のお 命 を 縮め ま 

いらす 刀 相な どと は —— 。 

奎堂 (冷然と) 凶 相 じ や、 凶 相 じ や。 そこ もとが 何 

といおうと、 凶 相 じ や。 必ず 思い あたる ことがあろ 

ぅぞ。 

矢 沢 (あわてて) 久保 氏！ あなた もまた、 何も そ 

んな 不吉な こと をそう 言い張らんでも —— 

奎堂 私が 言う ので はない。 刀が 語って いるので す。 

相に 出て おる のです。 それ を 偽る こと はでき ませぬ _ 



郁之進 ええ！ まだ さような こと を！ (摑 みか か 

ろ/つと する) 

播磨 はは はは は、 よいよ い、 郁之進。 騒ぐ でない。 

相対で 話 をしょう。 これ、 皆の 者、 遠慮せ い。 

矢 沢 しかし、 殿。 ただいまの 奎堂 先生のお 説 も ござ 

リ ますれば、 ただお 一 人に て 郁之進め と 御 対坐 遊ば 

す 儀 だけ は、 せつに お思い止まり 下さり ますよう。 

播磨 何 を 下らぬ こと を！ 郁之進 ごときが 十人掛 

かっても、 後退ぐ 余 か。 

矢 沢 しかし、 郁之進の 刀 は 魔物と 申す ことです から、 

充分に 御注意 を。 



播磨 みな 退れ。 加 世、 そち だけ はこ こに おれ。 

家老 矢 沢、 久保奎 堂 を はじめ、 一 同 は 不安げ な 

面持ちで、 去る。 お 刀持ちの 小姓 も、 追い払う 

ように 退 げられ る。 後に は、 播磨 守と 郁之進。 

おのの 

その 播 磨の 陰に 震え 戦 くお 加 世の 三人 だけに 

なる。 

郁之進 (問題の 多 門景光 を、 ど さりと 殿の 前へ 差し 

出して) この 一 刀 は、 なにとぞお 手許に —— 。 

播磨 (笑って) 近う！ 男と 男 だ —— なに、 その 刀 

を 余の 手に。 はは はは は、 いや、 それに は 及ばぬ。 

郁之進 (はっとして) 男と 男 —— ？ 



播磨 うむ、 男と 男の 相対 づ くだ。 遠慮す るな。 その 

凶 刀 を 膝 傍に 引きつけ て 話 をし ろ。 

郁之進 殿！ そもそも 剣 相と 申す こと、 昔 は 聞き も 

及び ませぬ。 いつの ころより 始まりました もの か、 

わたくし はさよう な こと、 一 向に 信用いた しませぬ _ 

将軍家 第一 の 御 宝刀 は、 本庄 正宗のお 刀と 洩れ 

うけたまわ 

承 つてお リ ますが、 元 この 刀 は 酒 田の 臣、 右馬助 

とやら 申す 者の 佩刀で、 この 刀で 右馬助が 上 杉の 本 

庄 殿へ 斬りつ けました もの。 さすれば、 持主に 崇っ 

た 凶 相の 刀で ござります。 この 悪 剣が、 将軍家 代々 

の 御 宝刀と は、 いかなる 訳で ございま しょうか。 



播磨 (にこに こして) わかって おる。 余 も 刀 相な ど 

ば up ぜ ぬよ。 

郁之進 (がたがた 顫えつつ) 刀と いう もの は、 君 を 

守護し、 また 一身 を 守る 道具。 持ち主の 心 忠義に 存 

すれば、 刀 も 忠義の ために 働き、 持ち主に して 邪念 

不道 なれば —— 。 

う る さ 

播磨 五月 蠅 いつ！ つべこべ 言うな。 刀 相な ど どう 

でもよ い。 余が その 刀に 事寄せて、 そちと 二人き り 

になりたかった の は、 じつは、 この 加 世の こと だが 



この 時 庭からの 風で、 ふっと 燭台の 灯 一 つ 二つ 



消えて、 あたり 薄暗くなる。 

郁之進 (独り言の ように、 陰々 と) 持ち主に して 邪 

念 無道 なれば、 刀 もまた 悪しき 方へ 役立つ ものと、 

愚考いた します。 

播磨 (乗り だして) 邪念 無道？ いや！ なんでも 

よい。 これ！ 郁之進、 この 加 世 はな あ、 この 加 世 

ま 。 

郁之進 (その 播磨 守の 声 を 耳に 入れまい と、 呪文の 

ように) いえ、 その 女め は、 失礼ながら 殿へ 献上 仕 

りました もの —— 要は、 刀に 善悪な くして —— 。 

播磨 ええい、 解って おる というに！ 



郁之進 いいえ！ おわかり では ござり ませぬ。 刀に 

善悪 はない のです。 帯びる 者の 心で、 凶 相に も 吉相 

にもなる のです つ。 

播磨 (上機嫌に) よく ぞ 申した。 そうだと も、 そう 

だと も！ そちの 言う とお リ。 

起って、 ぴたりと 郁之進の 前へ 来て 坐る。 

播磨 刀 を 見せい。 ささ その 主殺しの 相 あると いう 景 

光 を、 余 は 見たい。 

郁之進 (恐懼して) いえ！ とんでも ござり ませぬ。 

さような 悪 剣と 観相され ました 以上、 なにとぞ 御免 

を —— 。 



播磨 大事ない。 これ、 見せろ というに！ 

と 刀に 手 を かけて、 引き寄せよう とする。 郁 之 

進 は 必死に 刀 を 押さえて、 尻込みす る 途端、 立 

ちかけ た 彼の 手から、 下に 向けた 柄の 重みで、 

さ つと 鞘をヒ つて 刀身が 流れ出る。 

播磨 (ぎょっと 身 を 押し 反らして) やつ！ 抜いた 

な！ 

郁之進 (狼狽 をき わめて) いえ！ 抜いた ので は ご 

ざり ませぬ。 ひとりでに 鞘 走りして、 これ は、 何と 

も 申 訳ない 粗相 を —— 。 

播磨 いや、 抜いた 抜いた！ 抜いた ついで だ。 見て 



やる。 これ！ 見せろ つ！ 

郁之進 いえ、 いえ —— 。 (逃げよう とする) 

播磨 かまわぬ 見せろ というに！ 

と 刀 を 取ろうと する 途端、 不意に、 何もの か 乗 

リ 移った ごとき 郁之進、 すらりと 右手に 景光を 

抜き放つ。 

加 世 あれ！ 

郁之進 家宝の 一刀に 由な き 傷 をつ けたの みか、 こ、 

この 私め が、 あろう ことか、 殿に 対して 害心 を 蔵す 

るよう なかの 奎 堂の 言い草。 彼 を このままに さしお 

いて は、 臣下の 一分が 立ち ませぬ。 この 郁之進の 胸 



が 納まり ませぬ。 おのれ！ 久保奎 堂 を 真っ二つに 

o 

憑き もので もした ように、 抜刀 を 提げた まま、 

よろよろと 廊下 へ 出ようと する。 

播磨 待て！ (追い 鎚 つて 留める) 

郁之進 (争って) いえ、 この 多 門 三郎景 光、 はたし 

て 凶 相 か 吉相 か、 久保奎 堂の 身体に 問うて みるので 

すつ！ 殿、 お放し 下さいつ。 

刀 を 振り 被って 行かん とする。 立ち塞がる 播磨 

守 を 払い 退けよう として、 その 拍子に、 まるで 

ひとりでに 手が 動いて、 横殴りに 一 刀 深く 斬り 



つける。 

たじろ 

播磨 (脇腹 を 押さえて、 後退ぐ) や！ き、 斬った 

な —— 。 

加 世 (転び 寄って 郁之進に 鎚 りつく) あなた！ ま、 

そのお 刀 を —— 。 

郁之進 (呆然と 驚き あわてて) ややつ！ こり や 殿 

を しまった！ あ、 ああ どうし たらよ いやら。 

み つ 

と 刀 を 凝視め ると、 また ふらふらつ となって、 真っ向 

から 播磨 守に 二の 太刀 を 浴びせる。 薄く 小鬢 を 掠める。 

郁之進 (自ら 愕然として) やつ、 また！ おお、 こ 



の 刀 は 魔性 だ！ 心に もな く 手が 滑って、 二度まで 

も —— 殿、 御免な されて —— 。 (刀 を 投げ捨てて、 倒 

れた播 磨 守 を 抱き起す) ああ、 これ はいった いどう 

したと いうの だ。 殿！ お 傷 は 軽う ございます。 し、 

し つ かり 遊ばして！ 

ノ ゆう あだ 

播磨 なんの、 これし き！ うう む、 そうか。 主に 仇 

なす 多 門景光 —— はは はは は、 斬れ 斬れ！ だが、 

郁之進、 この 加 世 を、 この 加 世 を そちに 返す ぞ！ 

郁之進 (顚 倒して) ああ 俺 は、 殿に 刃 向った。 殿に 

お 手傷 を 負わせ 申した。 この 手で 殿 を 斬った！ な 

ん という 恐ろしい！ うむ、 そうだ、 この 上 は —— 



(刀 を 拾って) 御免！ 

くつろ 

どっかと 坐り、 手早く 腹 を 寛げて 突き立てよ 

うとす る 

播磨 (その 手 を 抑 さえて) 早まるな、 主君と 家来で 

はない。 人間と 人間、 男と 男と して、 おれの 言う こ 

と を ひととおり 聞いて くれ。 この 加 世 は、 いまだに 

立派に そちの 妻 だぞ。 側へ 召し上げて 以来、 そち を 

想う 加 世の 純情 を 見る につけ、 余 は、 自分の 乱行に 

眼が 覚めた —— 

郁之進 えつ！ (茫然た る ことしば し、 ふたたび 腹 

を 切ろうと する) 



播磨 (傷に 苦しみながら、 郁之進 を 制して) おれ は 

加 世に よって、 人間の 美しい 愛情 を、 はじめて 見た 

ぞ —— 今までの 女 は 今まで 余の 手 をつ けたす ベ ての 

女 は、 余 を 主君との み 観て、 みな 絶対 無条件に、 死 

ん だよう になって 余の 意志に 従った。 が、 おれ は、 

男と して、 人間と して、 その たましいの 脱け た 人形 

のよう な 女た ちに は、 飽き飽きして しまったの だ I 

郁之進と 加 世 は、 苦しげ な播磨 守の ようすに お 

どろいて、 あわてて 左右から 支える。 

播磨 うう む、 それで、 それで、 理不尽に も 加 世 を 奪 



おれ を、 人間に して くれたの だ。 おれ はもう 馬鹿 大 

名で はない ぞ。 郁之進と 同じ 人間 だぞ、 一人の 男 だ 

ぞ。 それが 郁之進と 加 世 を 争って、 み、 見事に 負け 

たの だ。 はは はは は、 ああ 偷央 だ、 ああ 偷夬 だ！ 

加 世のお かげで、 おれ はやつ と、 この 人間ら しい、 

男らしい 晴れ ばれと した 気持ち を、 とうとう 味わう 

ことができ たの だ。 その 大恩 人の 身体に、 どうして 

触れられよう！ 郁之進！ 加 世 は 潔い 身体 だぞ。 

す、 末長く、 仲よ く 添い遂げい。 

郁之進 (狂乱して) 殿！ お 気 を 確かに —— 私 はこ 

の 場に 屠 腹して、 お詫びつ かまつ ります。 



播磨 ええい つ、 馬鹿め！ わからぬ か。 それで は 余 

の 念が 届かぬ。 

どやどや 跫音を 乱して 家老 矢 沢、 吾孫子 老人、 

池 田、 森ら 多勢 走り込んで くる。 一同 この 場の 

仕儀に 愕然として、 物 を も 言わず 郁之進 を 召し 

捕りに かかる。 

播磨 (すっくと 起って、 大手 を 拡げて 郁之進と 加 世 

を 背ろ に 庇う) 何 をす るかつ！ 郁之進に 斬られて、 

余 は 今、 生まれて 初めて、 日本晴れの 気 もちが 致し 

てお ると ころ だ。 うう いや、 郁之進が 斬った ので は 

ない。 多 門 三 郎が余 を 斬った の だ。 者 ども、 郁之進 



に 手 をつ ける こと はならん！ (矢 沢へ) 爺い！ 

いかさま あの 久保奎 堂 は、 刀 相の 名人 だて。 当った 

ぞ、 適 中いた した、 はは はは は。 (よろ ばいながら、 

笑う) 郁之進 は 腹 を 切る に は 及ばぬ。 禄を召 上げる 

にも、 閉門 を 命ずる にも 及ばぬ。 追って 加増の 沙汰 

をいた す。 が、 憎く き 下手人 は その 刀 じ や。 多 門 三 

郎景光 を、 獄門に かけい、 はは はは はは。 
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